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広
報
ち
ょ
う
し
は
、読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の

「
U
D（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）フ
ォ
ン
ト
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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人のうごき　令和6年12月1日現在　人口　54,076人(－102人)うち外国人住民人口 2,703人
男　26,461人(-39人)　女　27,615人(－63人)　世帯　26,737世帯(－33世帯)※カッコは前月比
令和6年11月中の人口動態　出生　7人　死亡　89人　転入など　87人　転出など　107人

銚
子
の
漁
師
に
、
俺
は
な
る
！

　
「
我
慢
せ
ず
、
感
情
の
ま
ま
大
自
然
で
心
か

ら
笑
え
る
。
銚
子
で
し
か
で
き
な
い
仕
事
に

誇
り
を
持
っ
て
い
る
」

　

東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
が
、

銚
子
が
大
好
き
で
漁
師
に
U
タ
ー
ン
就
職
し

た
小
畑
さ
ん
。
今
は
、
銚
子
市
漁
業
協
同
組

合
小
型
底
曳
部
会
の
部
会
長
で
、
網
も
漁
師

仲
間
も
引
っ
張
っ
て
い
る
。
趣
味
は
旅
行
。

資
源
を
守
る
6
〜
８
月
の
禁
漁
期
間
に
は
、

九
州
ま
で
車
で
温
泉
に
行
く
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
。

　
「
若
い
頃
は
、
漁
師
が
や
り
た
く
な
く
て
東

京
に
行
っ
た
。
今
は
、
漁
師
が
や
り
た
く
て

銚
子
に
い
る
」

海
の
未
来
へ
面
舵
一
杯

　
「
全
国
屈
指
の
銚
子
の
漁
業
。
獲
っ
て
終
わ

り
じ
ゃ
な
い
。
未
来
に
つ
な
げ
て
大
切
な
海

の
宝
物
を
守
り
続
け
た
い
」

海
を
守
る
取
組

・ 

小
型
魚
な
ど
が
漁
獲
さ
れ
る
海
域
の
操
業
自
粛

・ 

月
４
日
以
上
の
休
漁
日
の
設
定

・ 

小
型
魚
の
再
放
流

・ 

マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
の
中
間
育
成
と
放
流

・ 

小
型
魚
が
か
か
ら
な
い
網
の
使
用
な
ど
、

漁
具
の
改
良

・ 

ス
マ
ー
ト
機
器
の
導
入

　
（ 

水
質
観
測
機
や
デ
ジ
タ
ル
操
業
日
誌
を
導

入
し
、
生
産
性
向
上
）

・ 

小
学
校
で
水
産
教
室

　
（
水
産
業
の
啓
発
と
魚
食
普
及
）

　

20
年
以
上
継
続
し
て
い
る
取
組
が
評
価
さ

れ
、
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　

漁
具
の
改
良
で
小
型
魚
の
入
網
と
操
業
時

間
は
減
り
、
水
揚
金
額
は
増
え
た
。
燃
油
消

費
量
も
減
っ
て
地
球
に
も
優
し
い
。
小
型
底

曳
部
会
の
海
の
男
た
ち
は
、
今
日
も
そ
こ
に
。

心
の
コ
ン
パ
ス
に
従
う
キ
ャ
プ
テ
ン
に
密
着
ち
ょ
˜

▲小型底曳部会の部会長。照丸の船主、小畑輝明さん
　「獲るだけじゃない。守り続けることが認められて、感無量」

底曳船は黄色が目印

銚子市漁業協同組合
小型底

そこ

曳
びき

部会

川口町2-6528　☎（22）3200
8時30分～16時30分
平日のみ

改良した漁具
小型魚を逃がす網

照
てる

丸
まる

底曳ってなあに？
大きな網を海底まで入れて、船でひきまわし
ヒラメやエビなど海底の魚種を獲る漁法

全国豊かな海づくり大会
資源管理型漁業部門

環境大臣賞

漁具の改良やヒラメの
稚魚の放流など、環境
に優しい取組が評価
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銚子の魅力を
発信するちょ!

小
畑
輝
明  

さ
ん
の
巻

お  

ば
た
て
る
あ
き

第83回

海
を
守
り
、
未
来
へ
つ
な
げ
る
。


